
みらい・バリュー・TOHOKU企画
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企画概要・背景

企画概要

  各団体・企業の強みを活かした産学官連携で、貴重な資源を有効
活用し、商品開発から販売までを行う。
貴重なタンパク源である低利用魚・低利用資源（農畜産物も含

む）を可能な限り廃棄せず、無駄なく利用し「エシカル消費」を推
進する。そして、東北発信の持続可能な新たな市場を構築し、地方
創生モデルを目指す。

背景・現状
 ・水産資源の漁獲量の減少・枯渇が深刻化
 ・国内における食料自給率
カロリーベース：38％ 生産ベース：66％

 ・世界の食料価格は、ロシア・ウクライナ開戦直後の歴史的
 な高騰こそ落ち着いてきたものの、依然として高い水準

 ・円安、今後の為替相場
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みらい・バリュー・TOHOKUが目指すのは！

★未利用・低利用資源の有効活用した商品開発から販売

★水産物と農産物（ミヤギシロメ）とのコラボレーション商品の開発

★国内自給率・国内自給力の向上

★食品ロスの削減・食品ロス予防

★被災地連携（東北×能登）

★地産地消の推進

★環境問題に貢献

★食文化を次世代へ継承

★エシカル消費の推進とブランド化



3

参画企業・団体・大学

生産者・原料：宮城県沖合底びき網漁業協同組合 仙都魚類株式会社
藤静水産株式会社 かね久

一次加工・商品製造（OEM）：一般社団法人 食のみやぎ応援団参画企業

商品開発・マッチング：一般社団法人食のみやぎ応援団 株式会社かね久

販売・プロモーション
仙都魚類株式会社 株式会社かね久

販売協力：みらい・バリュー・TOHOKU 賛同企業

参画大学：宮城大学 石巻専修大学

行政：宮城県 仙台市 公益財団法人仙台市産業振興事業団
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みらい・バリュー・TOHOKU スキーム（案）

みらい・バリュー・TOHOKU
賛同企業へのご提案

受託加工
OEM

商品化企画・商品開発
賛同企業も参加

東北の食材
農水産物全般

低利用資源を有効活用した開発商品は
事前に注文を受ける受注製造で

食品ロスを防ぐ販売スキームも検討

みらい・バリュー・TOHOKU
専用ロゴマークを作成し

エシカル消費のブランドを立ち上げる
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今後の展開

6月 8日㈯ みらい・バリュー・TOHOKU キックオフイベント
  14：00～ INTILAQ東北イノベーションセンター

6月26日㈬ 2024ヤグチ東北ブロック見本市
10:00～16：30 仙台卸商センター サンフェスタ1階イベントホール
食のみやぎ応援団コーナー

7月1日㈪ みやのとプライド企画 新商品お披露目会
 11:00～AER６階セミナールーム2A

 
８月28日㈬ 仙都魚類主催展示会 10時～夢メッセみやぎ（予定）

 みらい・バリュー・TOHOKU 新商品出展 食のみやぎ応援団コーナー

9月3日㈫～9月4日㈬ 東北復興水産加工品展示商談会2024
10:00～仙台国際センター
株式会社かね久ブースで低利用資源を活用した新商品を展示・試食

9月25日 石川県食品協会主催展示会 みやのとプライド企画 商品展示出展

11月後半   食のみやぎ応援団主催 新商品発表会
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最後に…

リンク：関連記事・映像

リンク：関連記事・映像

河北新報 １面 河北春秋(2023年7月7日掲載）

東北放送 ニュース(2023年3月20日(月) 放映）

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/387871?display=1
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